




Seismic固PerrormanceTest of Inverted L-shaped Octagonal Section Steel Piers 
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Abstract Inverted L-shaped pier is 0貧血usedin urban areaヲwherether宮町em四 ycross roads and curved 
roads. The research work has not been performed su伍cientlyso far for吐leseismic perform祖国of
such not simple shape pier. This study demonstrates the experimental research for the seismic 
perrorm田 ceof the inverted L-shaped steel piers with octagonal section.τhe L-shaped pier sustains 
eccentric forces in both directions vertical and horizontal. 80， main par創neterchosen in the test is 
the ecc印刷cityrelated to e/r， where r isthe radius of窃叩tion.The impo此阻tresults紅eobtained 
企omthe test such as the maximum horizontal streng仕1，ductility田 denergy abso中tioncapacity 
referred to也eeccen仕icityp紅倒neter.
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表-1 実験計画
供試体名 αゴT-1AuαゴT-LelαゴT-lre2OCT-Le3 
偏L'"ラ付 e/士 。 2 3 
軸力比 P/Py 0.17 0.13 o.n 0.0事
ねじれ 性じる0)
協議摘 。。。
2，長鞠苛 × × × 
表-2 侠詩体寸法および各パラメータ
封菌 b'伯母 気lO 断面次半径 r加n) 317 
7'}';-'./会中冨 b国 373 補司耐岡1比 γ/γ* 1.ω 
7'}:ゲ捗再 t同 6 f欄射幅厚比バラメサ 応 0.692 
補可制幅 bs加d 65 幅享上b"ラメサ RF 0.326 
補調射板厚 ts伝説 6 高脹J:b"ラメイ λ O.~話


























































(a) 1点載荷 (b) 2点載荷
写真一1 実験載荷装置





























供試体名 ぽf-L-eO 町f-L-e1 町f-L-e2 ぼf-L-e3
帰心量e o (唱:nn) 1r (二317i四)2r何抽m)3r (=951nm) 
P 1579 1238 1017 863 
hも 1.71 X106 1. 79XI06 1.84X106 1. 88XI06 
P/Py 0.17 O. 13 0.11 0.09 
0.20 
0.15ト 子『ごーベー ベー一一一ー-<一一一十一一一一ト
よ I .~よ 0.13: : 
c.:; I 一 一7下¥五一lo.u : 
封 0.10↑ 一一一一一一一一十一一苧〉えζ;




唱 3 4 2 
偏心パラメータ e/r 
圏一5 備心パラメータと軸力比の関係
108 愛知工業大学研究報告，第 41号B，平成 18年，Vo1.41・B，Mar，2006













ヤング率 E (N/mm2) 2. 13X105 
降伏応力 σy (N/mm2) 337 
降伏ひずみ εy (μ) 1628 
ポアソン比 、y 0.29 
最大応力 σu (N/rnm2) 477 
最大応力時のひずみ E U (μ) 1. 43X 105 










供試体名 OCT-L-eO OCT-L-e1 OCT-2L-e1 OCT-L-e2 OCT-2L-e2 OCT-L-e3 OCT-2L-e3 
降伏水平荷重 Hy (kN) 372 367 374 377 358 373 306 
降伏水平変位 δy (mm) 17 17 18 20 16 21 13 
最大水平荷重 Hmax (kN) 731 694 648 628 670 613 628 
最大水平荷重時の変位 δm (mm) 80.8 55.4 62.3 50.9 56.5 61.6 51.2 





-12 圃8 圃4 。4 E 12 -12 -8 -4 。4 8 12 
8/8y 8/8y 
(a) OCT -L -eO (b) OCT -L -e 1 
め 2 。， ， 
-2ト 欄2
国12 -8 -4 。4 8 12 -12 -8 同4 。4 8 12 
8/8y 8/8y 
(c) OCT-L-e2 (d) OCT-L-e3 
園-6 水平荷重一水平変位履瞳曲線 (1点載荷)
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2 2 2 
。 。
圃2 -2 冒2
-12 -8 -4 0 4 8 12 -12 -8 -4 0 4 8 12 圃12 -8 -4 0 4 8 12 
o/8y 8/oy %y 
(哩)OGT-L -e1 (f) OGT-L -e2 
国一7 水平荷重一水平麓位麗撞曲線 (2点載荷)



































































































[xl05] 8 [x105] 8 
~ 6 ¥ (呂田 6 e/r=¥O ¥湾、。






4 6 8 l} 
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2 4 6 8 
載荷サイクル 載荷サイクル





ある OCT-L-e1では21%程度， OCT-L-e2， OCT一L-e3では約
40%程度低い値を示した.2点載荷ではe/r=l，2， 3に対
しそれぞれ 12%，25%， 30%低い値を示した.1点載荷の




1 点繍開載鯛荷 : 片向rい0=バ0話ベ4引制(;)ば7ゴ打Jトドμ2ι)一」剖吋2初O






































轄 、、。 100 200 300 。 100 200 300 。 100 200 300 
橋鞍直角方向変位 。y(mm) 橋軸直角方向変位 dy(mm) 橋軸直角方向変位 。y(mm)
(昌)OCT-L-e1 (b) OCT -L -e2 (c) OCT -L -e3 
， 









~ -100ト 司、J ~ -100 、
轄 、、、
8 100 200 300 。 100 200 300 。 100 200 300 
橋鞍直角方向変位 dy(mm) 橋軸直角方向変位 。y(mm) 捕軸直角方向変位 dy(mm) 
(d) OCT-2L -e1 (e) OCT -2L -e2 (f) OCT -2L -e3 
圏一12 靖軸直角方向変位一橋軸方向変位
100 100 100F=・炉・"-・炉・ー--ー_-'_-←-"ー炉_-'--炉開 4 闇ー
RA弾性理論値 98% 
さ180
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??? ，? 20 
常 。L3 4 5 6 7 ~O 
載荷サイクル




7 VO 1 2 3 4 5 6 7 
載荷サイクル
(a) OCT -2L -e 1 (b) OC丁-2L-e2
圏一13 載荷サイクルー反力の割合




















































































(a) 載荷方向(+)側 (b) 舗心側
(c) 全体写真
写真-2 実験終了後 (OGT-L -e3) 
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逆L形正八角形断面鋼製橋脚の耐震性能実験 113 
OCT-L-e3は5.5，4.3， 4.3となり，これは 2点載荷 謝辞:本研究は，愛知工業大学耐震実験センター技術員鈴






に比べ， 1点載荷の e/r=lでは， 60%， e/r=2， 3では る逆L形鋼管橋脚の強度と変形性能に関する研究，構
約 45%低下していた.また， 2点載荷の e/r=l，2で 造工学論文集， Vo1. 47 A， pp.45-55， 200l. 3. 
は半減， e/r=3では 75%低下していた.この原因とし 2) 青木徹彦，鈴木真一，渡辺俊輔，鈴木森品，宇佐美勉，
て偏心側の部材が早期に降伏し断面全体で、エネルギ 葛漠彬:面外繰り返し水平カを受ける逆L形銅製箱形
}を効率よく吸収できないためと考えられる. 断面橋脚の強度と変形能に関する実験的研究，土木学
会論文集， No.724/1-62， pp.213-223， 2003.1. 
2点載荷における反力差を実験的に明らかにした.載 3) 鈴木真一，塚本芳正，鈴木森品，青木徹彦:逆L形八
荷サイクルが進むにつれ，偏心側と反対側水平力の割 角形鋼製橋脚の繰り返し載荷実験及び弾塑性解析に
合が増大していくのがわかる.これにより，偏心側断 よる研究，第26団地震工学研究発表会原稿， 2001. 5 
面の損傷が大きくなり，中心軸の移動により支承の反 4) 日本道路協会:道路橋示方書・同解説， 1共通編， I 
力の割合が変化することに注意が必要である. 鋼橋編， V耐震設計編，丸善， 2002.3 
5) 土木学会:座屈設計ガイドライン，鋼構造シリーズ2，
6) 逆L型銅製橋脚の耐震性能を高めるには，偏心側の断 pp.137-147， 1987. 
面の板厚を大きくするなど，偏心側の強度を高める必 6) 川本眺万:応用弾性学，共立出版， pp.33-36， 1972.4 
要がある.このような対処法は，今後の課題である. (受理平成 18年3月 18日)
